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0.は じめに

日本語 教 育 の研 究 にお い て,「 学 習 者 が 日本 語 を間違 っ て どの ように聞

き取 るか」 とい うアプ ロー チ は多いが,「 日本 語 母 語 話 者 が 日本 語 の 音

を〈 実 際 に 〉 どの よ うに聞 き取 って いるの か」 とい うこ とに関 しては,

当 た り前 と捉 え られ が ちで,そ の 実 態 につ い て は まだ明 らか に しなけれ

ばな らない点 があ る。例 えば,「 長音 」 を含 む音連 続 を知 覚 す る時,「 拍 」

とい う 「長 さ」 が 基準 だ と当 た り前 とされてい るが,実 際 は そ うで は な

く,先 行 研 究 にお い て は,一 語 全 体 が 取 り入 れ られ た後 に長短 の判1析を

して い る(大 坪(1980))と い う こ とや,ピ ッチ,声 門閉 鎖,意 味 な どが

関 係 してい る(黒 崎(1997))と い う こ とが,日 本語 母 語 話 者 の 長 音 の 知

覚実 験 によって指摘 されてい る。

こう した,当 た り前 と捉 え られ が ち な母 語 話 者の聞 き取 りの中 に も問

題 が隠 されてい るの だが,そ の 問 題 の 対 象 と な る …つ に 「特 殊拍 」が あ

る。

本稿で は,「 特 殊 拍 」 の う ち 「撲 一,'r.日」,特 に母 音 に前 接 す る搬 音 に注 目

して,日 本 語 母 語 話 者 の音 連 続 の 聞 き取 り方 につい て実験 を行い,そ の

結 果 と して,母 音 に 前接 す る撲 音 の 中 に も,そ の 母音 の 違 い に よ っ て知

覚 に難 易差がある ことを示す。

1.母 音 に前接 す る擬 音 の特 徴

まず始 め に,母 音 に前 接 す る撲 音 に は どの よ うな特徴が あ り,何 が 知

覚 しに くい要 因 にな っ てい るかについて,先 行 研 究 か ら まとめ てい く。
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揆音 は,基 本 的 に後 続 す る子 音 と調 音 点 が 同 じ位 置の鼻音 となる,,例

えば,「 散 歩 」 「按 摩 」 な ど,後 続 す る子音 が両 唇 音 【P,b,m】 の 場 合 には

(m]と な り,「 感 動 」 「真 ん中」 の よ うに歯 茎音 な ど[t,d,is,dz,tf,d3,n,

r】が くる場 合 は[nlと な りf「 こん に ゃ く」 な どU'】 の 時 はLp1,「 三 角」

「銀 行 」 な ど[k,9,n]の 軟 口蓋 音 の場 合 は 【η]と い う もので あ る(川 上

(1977:80-85),神 山(1995:222-223),今 田(1989:66-68)),窪 薗 ・田 中

(2000:26)な ど)。

こ う した,後 続 の 子音 に 閉鎖 が あ る場 合 は,調 音 の 面 で もあ ま り問 題

に な ら な いが,母 音,半 母音,摩 擦 音 とい う閉鎖 を持 た な い場 合は,後

続 す る音 の 調 音 点 か,も し くは そ れ に近 い 位 置 で調 音 された鼻 母音 とい

う形 で搬 音が 実現 され る。 まず,こ う した 閉 鎖 を持 た な い とい う点が,

母 音 に前 接 す る擬 音 の特 徴 の 一 つ といえるだろ う。

この よ うなことか ら,村 木 ・中 岡(1990)で は,母 音 に前接 す る撲 音 を

口 腔 内 に 閉鎖が ない鼻音,「 継 続 鼻 音 」 と して,閉 鎖 の あ る鼻 音 とは区 別

して い る 。 この継続性 は,ス ペ ク トロ グ ロ ム を 見 る と明 らかで あ るが,

この 音 響 的 な継 続 性 こそ,母 音 に前接 す る擬 音 の も う 一つ の大 きな特 徴

の一つであ り,記 述 に も留 意 すべ き点 であ る といえ よう。

以一ヒの よ うな特徴 か ら,母 音 に 前接 す る撰 音 は,母 語 話 者 に とっ て も

「機 音 」 と して知覚 しづ らい音 なので はないか と考 え,日 本 語 母語 話 者 に

対 す る知 覚 実験 を行 った。

2.日 本 語 母語 話者 の 母 音 に前接 す る擁音の知覚実験(1)

2.1調 査 概要

被 験 者 に対 し,テ ー プ(DAT)の 音 に よる刺 激 を与 え,ど の よ うに聞 こ

え たか を,日 本 語 の文 字(カ タカ ナ)を 用 い て で きる表 記 と して,回 答

シー トに書 き取 って もら う方 法 をとった。刺激の録音 は筆者 自身が行 い,

各 モ ー ラが 等 時 に な る よ う,メ トロ ノー ム の 音 を聞 き な が ら録音 した。

速 さは200モ ー ラ/min.と した1)。 刺 激 の 音 連続 は有 意味,無 意 味 どち

ら もあ るが,前 提 と して 「単 語 」 で は な く,「 音 が連 続 した もの 」 と して

の提 示 であるため,「 日本語 の 単語 」 と して は不 自然 に感 じられ る もので

あるz)。
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被験者 は18～64歳 まで の112人 で,男 性36名,女 性73名(性 別 無

記 入3名)で あ る3>。

2.2調 査 項 目

調 査 項 目 は4モ ー ラ で,日 本 語 の5母 音 【i,e,a,o,u】4}に 前 接 す る 撲 音

を そ れ ぞ れ 持 つ 音 連 続 侑 意 味,無 意 味)と した 。

.
ヨ

e

a

O

U

騨

一

一

騨

テ ン イ ン(店 員,転 院)LHHH5)

キ ンエ ン(禁 煙)

レ ン ア イ(恋 愛)

ケ ン オ ン(検 温)

テ ン ウ ン(天 運)

LHHH

LHHH

LHHH

LHHH

トン イ ン

タ ンエ ン

セ ン ア ン

サ ン オ ン

ア ン ウ ン

LHHH

HLLL

LHHH

LHHH

LHHH

以 上10項 目で あ る。

2.3結 果

後 続 母 音 の 口 の 構二え が 広 い 場 合[a,e,0】 と狭 い 場 合[i,u】 と に 分 け て み

て い く。

2.3.1口 の構 えが広 い場合la,e,o】 の結 果

まず 撲 音 の 後 の 母 音 が[a,e,0】 とい う口の 構 えが 広 い刺 激 を聞 いた と

きの回答 にお いて,第 ニ モ ー ラ と第 三 モ ー ラが どの ようになってい るか

をみる。

以下の結果 一覧であるが,上 段 に は 全体 を4モ ー ラ と し,か つ,第 ニ

モ ー ラ を 「ン」,第 三 モ ー ラが そ れ ぞ れ の母 音 とい う表記の 回答の割合 を

提 示 し,そ れ以 外 の 回答 を下段 に提 示 した。刺 激番号 が奇 数で左側 に提

示 され ている もの は無意味 な音連続 の結果 で,右 側 の偶 数 の もの は有 意

味 な音 連 続の結果 である。

① セ ンア ン ーN-a-

「セ ン ア ン」 「ゼ ン ア ン」

そ の 他

② レ ン ア イ ーN-a-

99.11°/o「 レ ンア イ」 「ネ ン ア イ」他99」1(悔

0.89%そ の 他0.89%
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③ タ ン エ ン ーN-e-

「タ ンエ ン」 「カ ンエ ン」他9L96%

「タ ンヘ ン」8,04%

(4)キ ン エ ン ーN-e-一

「キ ン エ ン 」 100/0

⑤ サ ン オ ン ーN-o-

「サ ン オ ン」

そ の 他

⑥ ケ ン オ ン ーN-o-

99.11°/o「 ケ ン オ ン 」

0.89(怖 「ケ ン ヲ ン」

そ の 他(ヶ ンゥ ン,ケ ンゥ 司�)

91.96(殉

0.89{脈 》

7.15(駈}

後続 母音 が 【a,E'o]の 場 合,③ タ ンエ ンに お い て 「タ ンヘ ン」 とい う

回答が8%,そ して⑥ ケ ンオ ンにお い て 「そ の他」 の 回答が7%あ っ た

他 は,ほ と ん どが,第 ニ モ ー ラの擢 音 と第 三 モ ー ラの後続母音 の表 記が

一致
,つ ま り,第 ニ モ ー ラは 「ン」,第 三 モ ー ラ はそ れ ぞ れ の 母 音 とい う

回答 になっていた。 また全体のモ ーラ数 はほ とん どが4モ ー ラ と した回

答 で あ っ た。

有 意味,無 意味 の 違 い は,[e】 の対 立 と して,③ タ ンエ ン:96.96%に

対 して,④ キ ンエ ン:100%と な り,有 意 味 な 「禁煙 」 とな る④ の 方 が

割 合が高 かったが,ja]に お い て は 同 率,lo1に お い て は⑤ の無 意味 な音

連 続 の 方 が割 合が高 か ったため,こ こか らは は っ き りと した違 い が見 ら

れなかった。

2.3.2口 の 構1え が 狭 い 場 合[i,u]の 結 果

次 に,母 音 が[i,ulと い う,口 の 構 え が 狭 い 場 合 を 見 て い く。

こ の 結 果 か ら,い くつ か の 点 に お い て,2.3」 の[a,e,o】 の 結 果 と は 異

な っ て い る こ とが わ か る 。

⑦ トン イ ン ーN-i-

「ト ン イ ン」 「オ ン イ ン」

そ の 他

(ト オ ン イ ン,ト ゥ ン イン,

トウ イン,ト ー イ ンな ど)

⑧ テ ン イ ン ーN-i-

89.29%「 テ ン イ ン」 「ケ ン イ ン」他94.64{'/a

lO.71%そ の 他5.36(駈}

(テ ン ギ ン,テ イ イン,テ ー イ ン,

イエ イ ン,ヘ イー ン な ど)
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⑨ ア ン ウ ン ーN-u一 ⑩ テ ン ウ ン ーN-u-

「ア ン ウ ン」85.71°/c)「 テ ン ウ ン」 「エ ン ウ ン」他

そ の 他14.29〔 駈)そ の 他

(ア ウ ウ ン,ア ン イ ン,ア ン ウー,(ケ ンエ ン,テ ン ア ン)

ア ウ ン な ど)

98.2°/a

l.79{扱}

2.3.1の 【a,e,olと の 違 い は,第 二,第 三 モ ー ラの 回 答 の一 定 す る割 合

が85%～98脇 と低 い とい うこ と と,そ れ だ け で は な く,「 そ の 他」 の 回

答 に様 々な バ リエ ー シ ョンが 見 られた とい うことであ る。 例 えば,全 体

の モ ー ラ数 をみ る と,4モ ー ラの もの 以 外 に3モ ー ラ と され て い る もの

もあ っ た り,ま た,第 ニ モ ー ラの 表記 につ い て は,「 ン」 とい う表記 だ け

で は な く,後 続 母音 と同 じ もの や,長 音 符 を用 い た もの が 目立 っ た。

ま た,有 意 味 か ど うか とい う点 に お い て は,⑧,⑩ が 有 意 味 と な る

「店 員」,「天 運」 と結 びつ きゃ す い もの だがs⑦ トンイ ン,⑧ ア ン ウ ン と

比 較 す る と,⑧,⑩ は そ れ ぞ れ 第ニ モ ー ラ,第 三 モ ー ラの 聞 き取 りが よ

り安 定 しているこ とが わかる。 この点 にお いて は,広 い場 合la,e,01よ

り も,音 連 続 に意味 が あ る か ど うか に関係す る可能性 が あ るこ とを示 し

ている と考え られる。

こ うした点か ら,後 続 母 音 が 広 い[a,e,0]の 場 合 とは結 果 が 異 な って

い る とい うこ とが明 らかに なった。 この違 いの理 由 と して考 え られ るの

は,ま ず,後 続 母音 が狭 い[1u1の 場 合,撲 音 部 分 の 判 断 をつ けづ ら く,

被 験 者 個 人個 人 が試 行 錯 誤 した 上での 回答 であ ったか らで はないか とい

うことである。

つ ま り,後 続 母音 がli,u]の タイプ は,判1析 がつ けづ ら く,知 覚 が 容 易

で は な い タ イプ で あ る といえ,そ の た め に 一 人一 人 が違 っ た様 々な表記

を用 いた回答が現 れた り,ま た 分 節 音 を聞 き取 る以 外 の上 位 能力,例 え

ば 単 語 の 意味 の 知 識 な ど を用 いて,似 た音 が あ れ ば 意 味 あ る もの に 近づ

けて回答 しよ うとするこ とが多 くなるのではないか と考 えられる。

2.4考 察

こ こ で,後 続 母 音 が 広 い 母 音 と狭 い 母 音 と の 違 い に つ い て ,改 め て 考

察 して い く。

まず,2.3.1の 棲 音 の 後 続 母 音 がla,e,olと い う広 い 口 の 構1え の 刺 激 ①
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～⑥ 全体 の結果 の うち,第 ニ モ ー ラ,第 三 モ ー ラが 一 致 しなか っ た割 合

を≡導いた ところ,3.12%で あ っ た。一 方2.3.2のIi,u】 とい う狭 い構 えの

刺 激⑦ ～⑧ か らはf8。03%と い う結 果 が で た。

そ こで,こ の 二 つ の 結 果 の 問 に有 意 差 が あ るかt検 定 を行 った と ころ,

有 意 水 準5≪/c}で 有 意 差 が あ る こ とが わ か っ た 。 つ ま り,機 音 の後 続 母 音

が 口 の構 えの 広 い[a,e,o】 の場 合 の 方 が,狭 い場 合li,u]の 場 合 よ り も,

「撲 音 」 と して 聞 き取 りやす い とい うこ とが統計的 に も明 らか になったの

であ る。

また,音 連 続 に意 味 が あ る場 合 とない 場 合 との違 いであ るがsこ れ ら

も刺 激 全 体 の 結 果 か ら第 ニ モー ラ,第 三 モ ー ラが 一 致 しな か っ た割 合を

導いた ところf有 意味 の場 合 が3.21%,無 意 味 の場 合 が6.96%と い う結

果 が 出,や は り有 意 味 の 場 合 の方 が 聞 き取 りやす い傾向 にある とい う可

能性 が見えたが,こ ち らの結 果 は有 意 水 準5輪 で有 意 差 が なか った。

これ は,大 坪(1980)で も言 わ れ て い る よ うに,単 語 とい う単 位 の長 さ

で は,推 論 や言 語 につ い て の知 識 な どf意 味 体 系 を含 む上 位 の 知識 か ら

の 結 びつ きは弱 いため とい うこ とが影響 しているので はないか と思 われ

る。

知覚実験 α)か らは,次 の こ とが 明 らか に な った。

擬 音 に後 続す る母音 の広 ・狭 に よ り,撲 音 と して の 知 覚 に難 易 差

が あ る 。 広 い方[a,e,v]が 狭 い方 【1,U】 よ り も聞 き取 りや す い 。

(t検 定(有 意水 準0.05)で 有 意 差 あ り)

3.日 本 語 母語 話 者 の母 音 に前 接 す る搬音の知覚 実験(2)

2.か ら,挺 音 に後続 す る母 音 の 広 ・狭 に よ り,擬 音 と して の知 覚 に難

易 差 が あ る こ とがわか ったが,母 音 に前 接 す る機 音 は,1.で 述 べ た 「継

続 性 」 とい うこ とか ら も 「わた り」 が どの ようで あ るか とい うことが他

の分節音 よ りも影響 す る と考 える。つ ま り,機 音 の 前 の 母 音 も影 響 が あ

るの で はないか,と い うこ とで あ る。

そ こで,追 実 験 と して,揆 音 の前 後 の 母 音 を同 じに した 刺激 を用いて

の知覚 の実験 を行 った。
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3,1実 験 方 法

刺 激 の 与 え 方 は2.1と 同 様 で あ り,被 験 者 は22～60代 ま で の14名 で

あ る 。

調 査 項 目 は カ ン ア ン(前 後 の 母 音 が 同 以 下 同 様),ケ ン エ ン[ej,コ ン

オ ン 【ol,キ ン イ ン 田,ク ン ウ ン[ulの5項 目 で あ る 。

3.2実 験 結 果

ま ず,広 い 母 音[a,e,01の 結 果 を み て い く 。

① カ ン ア ン ーa-N-a-

「カ ン ア ン 」50.0"lu

そ の 他50.0%

(カ ー ア ン,カ ア ・一 ン な ど)

② ケ ン エ ン ーe-N-e-一

「ケ ン エ ン」50.0%

そ の 他50.0%

(ケ イエ ン,ケ エ エ ン な ど)

③ コ ン オ ン ーo-N-o-

「コ ン オ ン」42、9{怖

そ の 他57.1%

(コ ン ウ ォ ン,コ オ ンオ ンな ど)

次 に[i,u】 で あ る 。

④ ク ン ウ ン ーu--N-u-

「ク ン ウ ン」 他14.3%

そ の 他85.7%

(ク ー ン,ク ー 一 ン,ク ゥー ン,ク ウ ウ ンな ど)

⑤ キ ン イ ン ーi-N-i-

「キ ン イ ン」 他42.9脇
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そ の 他57.1%

(キ ー イ ン,キ ニ ン,キ ィ ン イ ン,キ ー イウ ィン な ど)

この時の結果 も2.の 実 験(1)と 同 じよ うに,広 い場 合の 方 が狭 い場 合

よ りも聞 き取 りやす いとい う傾向が見 られ,狭 い場 合 の 【i,u1に は 「そ の

他 」 の 回 答 に様 々 なバ リエ ー シ ョンがあ る とい う点 も,2.と 同様 の 結 果

が得 られ た。

3.3考 察

実験(2)は 実 験(1)と 比 べ て,第 二,第 三 モ ー ラの一 致 した 回答 率 が 全

体 的 に低いが,t検 定 を行 っ た ところsや は り実験(2)に お い て も後 続 母

音 の 口 の構 えが 広 い[a,e,o}の 場 合 の 方 が,狭 い[i,U]の 場 合 よ りも聞 き

取 りや す い とい うことに有意差 があることがわかった(有 意水 準5(知 。

実 験(2)の 刺激 は,撲 音 の 前後 の母 音 が 同 じで あ る こ とか ら,第 一 モ ー

ラか ら第 三 モ ー ラへ の 舌 や 口の変化 が少 ない タ イプ といえ よ う。変化 が

大 きく明 らか な方が聞 き取 りやす いので はないか,と い う考 えか らみ る

と,今 回 の実 験 結 果 の よ うに,第 一 モ ー ラの 母 音 と第 三 モ ー ラの母音 が

同 じであ って も,そ れ ぞ れ の 母 音 の 広 ・狭 に よ る違いが明 らか になった

とい うこ とは,実 験 ① の結 果 と合わせ,後 続 母 音 の広 ・狭 が,撲 音 と し

ての 聞 き取 りに大 き く関係 していることが 見えて くるだろ う。

その ことを裏付 け るため に も,今 後 合 わせ て,撲 音 の 前 後 の 母 音 の 違

い に よ る舌 の移動 との関連 について も分析が必 要 と思 われ る。

本稿での2種 の実 験 に よ り,母 音 に前 接 す る擢 音 の 知覚 には,後 続 母

音 の 口 の構 えの 大 き さが 関 わってお り,広 い場 合 の 方 が 聞 き取 りや す い

とい うことが明 らかになった。

この 「広 い」 「狭 い」 とい う中 には,[コ 腔 内 の 体 積 や,舌 の 位 置(上,

下,前,奥 な ど)が 関 わ って お り,そ れ らの どの 要 素 が 強 く働 い て い る

のかは今の段 階では まだ定 かではないO

実 験(2)の 結 果 をそ れぞ れ の母 音 の舌 の 位 置の図(今 田(1989:26))と

あ わせ て この結 果 を表 す と,以 下 の よ うに なる。
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42.9{'/ci

50.α 怖
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この図か らおそ ら く,「 前 舌 」 「奥 舌 」 も関 係 が あ り,従 っ て,口 腔 内

の空 間の 体積 に も関 係 が あ るの だろ うとい うことが窺 われるω。

今 回は こ うした実態 を示す に とどまるが,こ れ らに つ い て は 今 後 の 課

題 と したい。

4.意 味 との 関係

2.の 実験(1)に お い て,知 覚 にお け る音 連続 の 有 意 味/無 意 味 の 違 い

に触 れ たが,単 語 の み の 提 示 に よる た め は っ き りと した違 いがわか らな

かった。

だが,前 後 の 文 脈 が あ る場 合 は そ の 文 の 中での意味 的整合性 を保 と う

と して音のかた ま りを聞 き取 るので はないか。

そ こで次 に,一 つ の 音 連 続 が そ れ 一 つ で提 示 され る場 合 と,文 脈 の 中

で 意 味 を持 つ 形 で 提 示 され る場 合 と,そ れ ぞれ が どの よ うに知 覚 され る

か について実験 を行 った。

4.1「 テ イ イ ン」 の 聞 こ え方

母 語 話 者 が 言語音 をそ の分節音の単位のみ と して聞 き取 るのであれば,

あ る特 定 の 個 人 にお い て は ひ と まとま りの音連続 は どの ような場 合で も

同 じような聞 き取 り方 になるはず であ る。そ こで,こ こで は,「 テ イ イ ン」

とい う 「定 員」 や 「店員」 「転院」 などに聞 き取 られ る可能性 のある音連

続 と,そ れ が 文脈 に 入 っ た 刺 激 とで,ど の よ うな違 い が あ らわ れ る か を

実験 した。



2{)

4.2実 験方 法

被験 者 は3.1と 同様,22～60代 の14名 で あ る。

まず 被験 者 に① 「テ イ イ ン」 とい う刺 激 を与 え,漢 字 で 書 き取 っ て も

ら う。 漢 字 で 回答す るのは,実 験(1)と 違 い,音 連続 を意味 あ る もの と し

て捉 え る ことをね らってい るためで あ る。次 に,① を含 ん だ,② 「バ イ

トは ね,コ ン ビニ の テ イ イ ン だ よ」 とい う刺激 を与 え,そ れ を また 漢 字

か な交 じ りで書 き取 って もらう。

この実験 の刺激 は,② 「バ イ トは ね,コ ン ビニ の テ イ イ ンだ よ」 とい

う音 声の 中か ら① 「テ イイン」 を取 り出 して,①,② の 順 に並 べ て 作 成

した もの で,つ ま り 「テ イ イ ン」 の部 分 は 全 く同 じ音 声である。

実験刺激 ① 「テ イイン」

② 「バ イ トはね,コ ン ビニ の テ イ イ ンだ よ」

4.3結 果

⑦ テ イイ ン

「定 員」

その 他

57.1〔 駈}

42.9{吸}

(店 員,検 員,牽 引)

② バ イ トは ね,コ ン ビ ニ の テ イ イ ン だ よ

「店 員 」100.0%

以上 のよ うに,刺 激 の 「テ イイ ン」 は,① で は60%近 くが 「定 員」 と

書 き,② で は100%が 「店 員」 と書 い た。

4.4考 察

この結 果 か ら,日 本 語 母 語 話 者 の 日本語 の 聞 き取 りは,そ の 時 の 厳 密

な 発 音 を 聞 くの で は な く,単 語 あ る い は 文単 位 の 意 味 の か た ま りを捉 え

て,そ れ に整 合 させ る形 で そ れ ぞ れ の音 の補完 を してい る とい うこ とが

わか る。 この とき,音 声 的 に類 似 して い る もの で あ る とい う前提が必 要

であるが,「 店 員」 と発話 す る場 合 は,第 ニ モ ー ラの搬 音 は,1.で も述べ

た よ うに,後 続 す る母 音[i1の 鼻 音 とな り,「 定 員」 の音 声 に非常 に近 いU
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この ため,今 回 の 実 験 にお い て も① の結 果 にお いては 「定 員」 とい う第

ニ モー ラを長音 と して判 断 した回答 と,「 店 員」 「牽 引」 な ど第ニ モ ー ラ

を援音 として判 断 した回答がほぼ半数ずつ現れ た。 しか し,② の よ う に,

文 の 中 に含 まれ,そ の 文 の 意 味 の 整 合性 を保 と う と した時,第 ニ モ ー ラ

を擾 音 と して 捉 え た 方 が文 と して意味 が通 る場 合 にはf知 覚 の調 整 が 行

わ れ て い る とい え るだ ろ う。つ ま り,分 節 音 そ の もの だ け を知 覚 しよ う

と してい るわけでは な く,言 語 音 を意 味 あ る もの と して 聞 こ うと し,そ

の 時,聞 き取 りに くい部 分 に関 して は意味 が通 じる よう近づ けて知覚す

るとい うことである。

5.ま とめ

本 稿に お け る3種 の 知覚 実 験 にお い て,次 の こ とが 明 らか に な った。

① 撲 音 に後続す る母音 の広 ・狭 によ り,撲 音 と して の知 覚 に難 易差 が

あ る。広 い方が狭 い 方 よ りも聞 き取 りやす い。(t検 定(有 意 水 準

0.05)で 有 意差 あ り)

②母音 に前接する撲音は,単 語での提示の場合には知覚 にゆれがある

が,文 脈の中にある場合は,文 意の整合性 をとる形で安定 した聞き

取 り(知 覚)が なされる。

今後,前 舌 母音 と奥 舌 母 音 との 関 わ り,口 腔 内 の 体 積 との 関 わ り,ま

た擬 音 の 前 後 の 母音 の 変 化 に よる知覚の 難易差 につ いて も検討すべ きで

あ ると考 えるが,こ れ か らの課 題 と した い。

*本 小論 は
,神 奈 川大 学 対照 言語 学研 究 会 にお い て発 表 した もの を,加 筆 ・修

正 した もの であ る。 研 究 会 にお いて は有 益 な コ メ ン トを多 くい ただ いた。 こ

の場 をお借 りして感謝 申 し上 げ ます 。
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これ はア ナ ウンサ ーが ニュ ー スを読 む速 さよ りもやや遅 い。

刺激 の録 音 はか な り注意 して行 っ たが,音 声解析 機 「音声 録 聞 見」 で視 覚化

した と ころ,必 ず しも厳 密 に等 時 とい う こ とで は なか っ た こ とを断 っ てお

く。

聴力 に障害 のあ る人はい なか った。

母音 の表 記 は 【 】を用 い て表 したが,印 刷 の都 合上,そ の 中の 記号 はIPA

の表 記で は な く,日 本 語 の5母 音 を表す もの と して 『i,e,a,O,u】 と した。

これはIPAに お いて は 「i]→[iT],[e]→[eT],[a】 → 【o・1,[o]→[o・],

[u】一[田 ・]と読み か える もの とす るr,

L,Hは 相対 的 な ピ ッチ を表 し,Lはlow(低),Hはhigh(高)を 表 す。

「クン ウ ン」 とい う[u]に 挟 まれ た揆音(鼻 母 音)の 認 識 にお いて,第 ニ モ

ー ラ を 「ン」 と回答 した例 が 最 も少 な か った こ とと
,2.の 実験 にお け る結

果 を合わせ て考 え る と,後 続 母音 が[u]で あ る場 合,搬 音 と して他 の もの と

比 べ認 識 しづ らい とい うこ とが みえ て きた。 これ は,[u1の 音 響的 な特徴 や,

口腔 内の体 積が 小 さ く鼻 音 に近 くな る とい うこ とな どS様 々 な要因が 関係 し

て いる と思 われ るが,何 が最 も大 き く影響 してい るか とい うこ とにつ い ては

今後 の課題 と したい。 た だ し,こ こで は[u]に 前接 す る挺音 が 他の母 音 に比

べ て知覚 しづ らい とい う点 を指摘 してお くに と どめ てお く。
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